SHHIAFERRAER

REBOHREEN

L RS SERED T B AR

FERMIAR DS RE(CLDRFRENDRZEEIDRD . AL AERIORIRICE T
CTHDHEORFEEDSROIENEZSHELEY .,

SIEDITREZDAERS

SHA4E6 BArsBHISES AT ALZIER
(AREOTMEE SKEDFIEEL TEFRTZAER)

*x JRAICUTIERPE (AERIDOMBOHARFCREITSEE) (CEIERNRTY,
* RAEIXR4.6H~10REX - lBA D) FHEEIR4.11H~R5.5RF-IBADT
HDTE, IZL. X5REAR (FAE(ER4.6H~108. HAEIFR4.11H~R5.5H)
LOBRICFHIEX UG MASOREREAN REZDET

0 IRScEIFThaie

0 {LFEAERMEIR A EE (UF. BE) (€ 2 DL EmnEsce
* ACZIERMERETEE (BR2-2) THELTVERSET,
* EAED SR IRE . TROEENNETT,

SEU EOBREBIIN-T muEsies) capThmssctinETy.

XIEONE
RIERE D SIS BN B D72 B LET

GtENF T o@ED)
SHFEOIERIE HIitg LR XK HERSERE
SFD

<E® = pEpE [faﬁ%ﬁ—@] [0.9] x 0.7

EE(GRE

* RO EF R, 1.4 ~iEE

Bl : EERENI0BAOBE (105 -105+1.450.9) x0.7




FRER(ICIAE RO

O ERUIE ST RBESMNEAZ (X 2-1)
* IRACEEDTE A X (SEIEOBUORMITHIHETT,
(ERIERHERSHEE (ER2-2)
TXE (IEROEE, EXH. BAKE. BAZENHIINTVEED),
* FHILTETE CALL BRI ESC B O TR T ejmm\
SAINE, FEFERE GANBHIRVMESEAERETET) | RESEEN—ELT

) ) ] SEBRS BEHETRER
FERBACL DB THDEDEEIA (BBAISICHERL TTEL)) | BE6HES

ATZ1-)
SHORTS1-IVIE R TFOLBNTY.

e BbER s R (RAAESD)

ol s e RO (RAESY)

5 (FIESD) ERFEDRNE

{EFRERHERD

TEROZAT (BIES)
e
(CEBAMERRIRE oo COOEH
FORE

{EFAERMEIRSE Stk &

Hu$ASRMEE (smiirozesr -7 CEICEREERIBIYNFERSEERD
FI.5FME. IERIZEEAURL J APERSEIERE(CTHRALCIZE0N,

S BHAFME (HH4FE6R~10REX-BA) T,
e



1)

B w &z
e _ | o 2 BHERICEN T BN =1
(EZEROEAEE | 0552 DU ET>TURRIFNIE B SR
EERIC2 EIRSI L ROES,
NZIBOBHETIN,
- BIRENEEVACDWT, EUEADRIREARE
KRBT,
9 Y
BUCAEZRERIOER | - BHCEROMEATLBEOENYY NUET,
[CERD#EA T3 128D, )
BICERITAEEE | - TORRE BACITOTWSERZ 1 DL E DL
L, APRRIEL TR,
@
ISR T ERAEE L

WD B iER
DTICIEIITZRL,

- S 4 FE(CEWEDHRVNGE(E. SF0 5 &

HUDRHA TVZRITNIEHEETT .

(4]
VWDLBETICEREEIN
(FEWVTIN,

- PE. FRETENENFTLHTHFEL TLITEL,
- PBICOWTIF12H EAEETICHEEL T

22V, (FFUKISEESE A (CTHESRCICE

LY)

» BIEORTZ1-VERETY . EOHEF%Z

BEZ. HOSILHTTEBLLET,




O ERMIiSEENREESIMFIAZ(RN2-1) SZ A

No.

(RBHZE HAE2—18) (SMREE-IMEEES)
LM = i 6 SR 2 2 I A
S 44 11 H 21 H
A FA AR #53 ERIEHS
O
(F) 4T HHDICOEfTITAHZ &

$1 SMHAEOHME

K4 (ZUAF) | BA KB (FAF 50%)

- T 460—0000

o AEEHFR=DHO-0-0

B PR - &k - % |000O0 0O 000

A A 000-0000—-0000
E-nail 000@00.00. 00

B2 FENS LD EEORME

225.000 1 Grmme /( SHINE - S5 REBEITILELAL £EEH
——rirratn s EUTOWBNESRL TLIEEL,

N

%3 MmORMBEREENDSMAADIKE

(B -BOVLWTIANIFIVvITEHIL)

BOEUEEEE (CESNNEIAZL T

VB (E#ELERBOREZLTUOAEL, ) Z :
a o \ E ': \O
IS e BT A - e
N
o000 OOMmOOHT 1 —1 O0O0-000-0000

HKARIE, FKE LTRMALTHAET B,

mE::

(BEAHC) ‘ ) -
EEO (4 Zf- AEEE RU (£5 XELORADE £#3TRHEOCE,





[bookmark: OLE_LINK3][bookmark: OLE_LINK2][bookmark: OLE_LINK4]	（業務方法書　様式第２－１号）（参加農業者→取組実施者）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　№　　　　

肥料価格高騰対策事業参加申込書

令和　4年　11月　21　日

		秋用肥料分

		春用肥料分



		〇

		













（注）該当するものに〇を付けること



第１　参加申込者の概要

		氏　名（フリガナ）

		　愛知　太郎　（アイチ　タロウ）



		住　所

		〒　460－○○○○

　名古屋市中区三の丸○-○-○



		

連絡先





		所属・役職・氏名

		○○○○　○○　○○○



		

		電話番号

		○○○－○○○○－○○○○



		

		E-mail

		○○○＠○○.○○. ○○









第２　支援対象となる当年の肥料費

　　225,000　 円（　秋用肥料分　/　春用肥料分　）　

括弧内はいずれかを選択すること





第３　他の取組実施者への参加申込の状況

（有・無のいずれかにチェックすること）



☑有（重複した内容の申請はしていない。）

【他の取組実施者の概要】

		取組実施者名

		住所

		電話番号



		

		

		



		○○○○

		○○市○○町１－１

		○○○-○○○-○○○○



		



		

		



		



		

		



		



		

		



		



		

		





※本表は、別紙として添付しても可とする。



□無





（裏面へ続く）

　裏面の「第４　誓約・同意事項」及び「第５　支援金の振込口座」を必ず記載のこと。

第４　誓約・同意事項

　　　 支援金申請に当たって、次の事項を誓約・同意するものとする。

		以下の内容について誓約・同意する

		チェック欄

		　〇



		１　以下の事項に相違ありません。

（１）農産物の販売を行っていること。

（２）支援対象期間以外のものは含まれておらず、支援対象要件である肥料法に定められた肥料であることに間違いないこと。

（３）他の取組実施者への申請の有無を確認し、他の取組実施者への申請があった場合は、重複申請がないこと。

（４）当年肥料費は、各種割引等の金額を控除した後のものであること。

２　本事業に係る報告や立入調査について、東海農政局長等から求められた場合に応じます。

３　取組を実施したことが確認できる書類等の証拠書類について、支援金の交付を受けた年度の翌年度から５年間保管し、事業実施主体又は東海農政局長等から求められた場合は提出します。

４　以下の場合には、支援金を返還すること、又は交付されないことに異存ありません。

　　なお、支援金を返還することとなった場合は、返還の命令に係る支援金の受領の日から納

付の日までの期間に応じて、年利10.95パーセントの割合で計算した加算金の納付も併せて行います。

（１）対策事業取組計画書及びその他の提出書類において、虚偽の内容を申請したことが判明した場合

（２）正当な理由がなく、対策事業取組計画書に記載した取組を実施していないことが判明した場合

（３）その他、事業実施主体又は東海農政局長等から求められた場合

５　次の「個人情報の取扱い」に記載された内容について同意します。

「個人情報の取扱い」						

　　農林水産省、愛知県、愛知県肥料高騰対策推進協議会、市町村等は、肥料価格高騰対策事業の実施に際して得た個人情報について、「個人情報の保護に関する法律（平成15年法律第57号）」及び関係法令に基づき適正に管理し、本事業の実施のために利用します。

　　また、農林水産省、愛知県、愛知県肥料高騰対策推進協議会、市町村等は、本事業の実施に係る説明会や他の補助事業の補助金等交付等のため、関係機関に必要最小限度内において提供する場合があります。		

（注）誓約・同意事項の内容を確認の上、チェック欄に〇を記載すること。











注意事項（必ず御確認ください。）

・　本年の秋肥と来年の春肥は、それぞれでまとめて、別々に申請いただくこととなります　

が、申請漏れがあると追加申請できませんので、領収書などの提出に漏れがないか御確認

ください。

・　化学肥料使用低減の取組の実施状況について、聞き取りや書類を確認させていただくこ

とがあります。（令和５年秋頃を予定）

・　取組実施報告時に「化学肥料低減実施報告書」及び「化学肥料の使用量の低減の取組を　　

実施することが確認できる書類」（土壌診断の診断結果、施肥設計書、購入肥料の伝票、作業時の写真等）の写しを提出していただく必要があります。（令和６年秋頃を予定）

・　取組実施報告後、化学肥料低減報告書をもとに取組が適切に行われたか現地確認が行わ

れることがあります。

・　取組実施者へ提出する書類等は、補助金の交付を受けた年度の翌年度から５年間保管す

る必要があります。

　

第５　支援金の振込口座

		金融機関（ゆうちょ銀行以外）



		金融機関コード（数字４桁）

		金融機関名



		1

		2

		3

		4

		○○○　　　　　農業協同組合　銀行　信用金庫

信用組合　労働金庫　信連　農林中金



		支店コード（数字３桁）

		支店名



		5

		6

		7

		　○○〇



		預金種別（該当のものにレ印を付けてください）

		口座番号（７桁に満たない場合は、右づめで記入）



		☑普通　　　　☐当座

		1

		2

		3

		4

		5

		6

		7



		口座名義



		カナ

		



		漢字

		



		ゆうちょ銀行



		記号（６桁目がある場合は※部分に記入）

		番号（右づめで記入）



		

		

		

		

		

		※

		

		

		

		

		

		

		

		



		口座名義人



		カナ

		



		漢字

		





添付資料（以下の□にチェックを入れること）

☑化学肥料低減計画書（業務方法書様式第２－２号）

☑　所要額の算出根拠となる証拠書類（注文書、請求書又は領収書等は、添付台紙に貼付）

当年の肥料費は、秋用肥料については令和４年６月～10月、春用肥料については令和４年11月～令　　　

和５年５月に発注したことを証明する書類（注文票等）と、参加農業者が肥料費を支払ったことを証明　　　

する書類（領収書等）または支払い義務が生じていることを示す書類（請求書等）を提出すること。

　　　　　なお、肥料の種類、数量、購入費が記載されているものに限る。







第６　その他

☑　愛知県肥料価格高騰対策支援金の申請希望

（別に愛知県への申請が必要となります）。

☑　既に市町村から肥料価格高騰に係る支援を受けている。

　　市町村名：　愛知市　　　　  

　　支援金額：　５，０００　　　円





- 1 -



3/3





 



1



/3



 



 



 



（業務方法書



 



様式第２−１号）（参加農業者→取組実施者）



                          



 



��



  



 



 



 



肥料価格高騰対策事業参加申込書



 



令和



 



4



年



 



11



月



 



21



 



日



 



 



 



 



 



（注）該当するものに〇を付けること
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-
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肥料費



 



 



 



225,000



 



 



円
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秋用肥料分



 



/



 



春用肥料分



 



）



 



 



括弧内はいずれかを選択すること



 



 



 



第３



 



他の取組実施者への参加申込の状況



 



（



有・無のいずれかにチェック



すること）



 



 



?



有



（重複



した



内容



の



申請



はしていない。）



 



【他の取組実施者の概要】



 



取組実施者名



 



住所



 



電話番号



 



○○○○



 



○○



市○○



町１−１
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○



-



○○○



-



○○○○



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



※本表は、別紙として添付しても可とする。
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（裏面へ続く）



 



 



裏面の「第４
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支援金の振込口座」を必ず記載のこと。



 



秋用肥料分



 



春用肥料分



 



〇



 



 






  1 /3       （業務方法書   様式第２－１号）（参加農業者→取組実施者）                              №          肥料価格高騰対策事業参加申込書   令和   4 年   11 月   21   日           （注）該当するものに〇を付けること     第１   参加申込者の概要  


氏   名 （フリガナ）    愛知   太郎   （アイチ   タロウ）  


住   所  〒   460 － ○○○○     名古屋市中区三の丸 ○ - ○ - ○  


  連絡先      所属・役職・氏名  ○○○○   ○○   ○○○  


電話番号  ○○○－ ○○ ○○－ ○○○○  


E - mail  ○○○＠ ○○ . ○○ .   ○○  


    第２   支援対象となる当年 の 肥料費       225,000     円 （   秋用肥料分   /   春用肥料分   ）     括弧内はいずれかを選択すること       第３   他の取組実施者への参加申込の状況   （ 有・無のいずれかにチェック すること）     ? 有 （重複 した 内容 の 申請 はしていない。）   【他の取組実施者の概要】  


取組実施者名  住所  電話番号  


○○○○  ○○ 市○○ 町１－１  ○○ ○ - ○○○ - ○○○○  


     


     


     


     


※本表は、別紙として添付しても可とする。     □ 無       （裏面へ続く）     裏面の「第４   誓約・同意事項」及び「第５   支援金の振込口座」を必ず記載のこと。  


秋用肥料分  春用肥料分  


〇   
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第４　誓約・同意事項

　　　 支援金申請に当たって、次の事項を誓約・同意するものとする。

		以下の内容について誓約・同意する

		チェック欄

		　〇



		１　以下の事項に相違ありません。

（１）農産物の販売を行っていること。

（２）支援対象期間以外のものは含まれておらず、支援対象要件である肥料法に定められた肥料であることに間違いないこと。

（３）他の取組実施者への申請の有無を確認し、他の取組実施者への申請があった場合は、重複申請がないこと。

（４）当年肥料費は、各種割引等の金額を控除した後のものであること。

２　本事業に係る報告や立入調査について、東海農政局長等から求められた場合に応じます。

３　取組を実施したことが確認できる書類等の証拠書類について、支援金の交付を受けた年度の翌年度から５年間保管し、事業実施主体又は東海農政局長等から求められた場合は提出します。

４　以下の場合には、支援金を返還すること、又は交付されないことに異存ありません。

　　なお、支援金を返還することとなった場合は、返還の命令に係る支援金の受領の日から納

付の日までの期間に応じて、年利10.95パーセントの割合で計算した加算金の納付も併せて行います。

（１）対策事業取組計画書及びその他の提出書類において、虚偽の内容を申請したことが判明した場合

（２）正当な理由がなく、対策事業取組計画書に記載した取組を実施していないことが判明した場合

（３）その他、事業実施主体又は東海農政局長等から求められた場合

５　次の「個人情報の取扱い」に記載された内容について同意します。

「個人情報の取扱い」						

　　農林水産省、愛知県、愛知県肥料高騰対策推進協議会、市町村等は、肥料価格高騰対策事業の実施に際して得た個人情報について、「個人情報の保護に関する法律（平成15年法律第57号）」及び関係法令に基づき適正に管理し、本事業の実施のために利用します。

　　また、農林水産省、愛知県、愛知県肥料高騰対策推進協議会、市町村等は、本事業の実施に係る説明会や他の補助事業の補助金等交付等のため、関係機関に必要最小限度内において提供する場合があります。		

（注）誓約・同意事項の内容を確認の上、チェック欄に〇を記載すること。











注意事項（必ず御確認ください。）

・　本年の秋肥と来年の春肥は、それぞれでまとめて、別々に申請いただくこととなります　

が、申請漏れがあると追加申請できませんので、領収書などの提出に漏れがないか御確認

ください。

・　化学肥料使用低減の取組の実施状況について、聞き取りや書類を確認させていただくこ

とがあります。（令和５年秋頃を予定）

・　取組実施報告時に「化学肥料低減実施報告書」及び「化学肥料の使用量の低減の取組を　　

実施することが確認できる書類」（土壌診断の診断結果、施肥設計書、購入肥料の伝票、作業時の写真等）の写しを提出していただく必要があります。（令和６年秋頃を予定）

・　取組実施報告後、化学肥料低減報告書をもとに取組が適切に行われたか現地確認が行わ

れることがあります。

・　取組実施者へ提出する書類等は、補助金の交付を受けた年度の翌年度から５年間保管す

る必要があります。

　

第５　支援金の振込口座

		金融機関（ゆうちょ銀行以外）



		金融機関コード（数字４桁）

		金融機関名



		1

		2

		3

		4

		○○○　　　　　農業協同組合　銀行　信用金庫

信用組合　労働金庫　信連　農林中金



		支店コード（数字３桁）

		支店名



		5

		6

		7

		　○○〇



		預金種別（該当のものにレ印を付けてください）

		口座番号（７桁に満たない場合は、右づめで記入）



		☑普通　　　　☐当座

		1

		2

		3

		4

		5

		6

		7



		口座名義



		カナ

		



		漢字

		



		ゆうちょ銀行



		記号（６桁目がある場合は※部分に記入）

		番号（右づめで記入）



		

		

		

		

		

		※

		

		

		

		

		

		

		

		



		口座名義人



		カナ

		



		漢字

		





添付資料（以下の□にチェックを入れること）

☑化学肥料低減計画書（業務方法書様式第２－２号）

☑　所要額の算出根拠となる証拠書類（注文書、請求書又は領収書等は、添付台紙に貼付）

当年の肥料費は、秋用肥料については令和４年６月～10月、春用肥料については令和４年11月～令　　　

和５年５月に発注したことを証明する書類（注文票等）と、参加農業者が肥料費を支払ったことを証明　　　

する書類（領収書等）または支払い義務が生じていることを示す書類（請求書等）を提出すること。

　　　　　なお、肥料の種類、数量、購入費が記載されているものに限る。







第６　その他

☑　愛知県肥料価格高騰対策支援金の申請希望

（別に愛知県への申請が必要となります）。

☑　既に市町村から肥料価格高騰に係る支援を受けている。

　　市町村名：　愛知市　　　　  

　　支援金額：　５，０００　　　円
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第



４



 



誓約・同意事項



 



  



 



 



支援金



申請に当たって、次の事項を誓約・同意するものとする。



 



以下の内容について誓約・同意する



 



チェック欄



 



 



〇



 



１



 



以下の事項に相違ありません。



 



（１）農産物の販売を行っていること



。



 



（２）支援対象期間以外のものは含まれておらず、支援対象要件である肥料法に定められた肥



料であることに間違いないこと



。



 



（３）他の取組実施者への申請の有無を確認し、他の取組



実施者への申請があった場合は、重



複申請がないこと。



 



（４）当年肥料費は、各種割引等の金額を控除した後のものであること。



 



２



 



本事業に係る報告や立入調査について、東海



農政局長等から求められた場合に応じます。



 



３



 



取組を実施したことが確認できる書類等の証拠書類について、支援金



の交付を受けた年度



の翌年度から５年間保管し、事業実施主体又は東海



農政局長等から求められた場合は提出し



ます。



 



４



 



以下の場合には、支援金を返還すること、又は交付されないことに異存ありません。



 



  



なお、



支援金を返還することとなった場合は、返還の命令に係る支援金の受領の日から納



 



付の日までの期間に応じて、年利



10.95



パーセントの割合で計算した加算金



の納付も



併せて



行います。



 



（１）対策事業取組計画書及びその他の提出書類において、虚偽の内容を申請したことが判明



した場合



 



（２）正当な理由がなく、対策事業取組計画書に記載した取組を実施していないことが判明し



た場合



 



（３）その他、事業実施主体又は東海



農政局長



等



から求められた場合



 



５



 



次の「個人情報の取扱い」に記載された内容について同意します。



 



「個人情報の取扱い」



 



 



 



 



 



 



 



  



農林水産省、愛知県、愛知県肥料高騰対策推進協議会



、市町村



等は、肥料価格高騰対策事業の実施



に際して得た個人情報について、「個人情報の保護に関する法律（平成



15



年法律第



57



号）」及



び関



係法令に基づき適正に管理し、本事業の実施のために利用します。



 



  



また、農林水産省、愛知県、愛知県肥料高騰対策推進協議会



、市町村



等は、本事業の実施に係る説



明会や他の補助事業の補助金等交付等のため、関係機関に必要最小限度内において



提供する場合があ



ります。



 



 



 



（注）誓約・同意事項の内容を確認の上、チェック欄に〇を記載する



こと。



 



 



 



 



注意事項（必ず御確認ください。）



 



・



 



本年の秋肥と来年の春肥は、それぞれ



で



まとめて、別々に申請いただくこととなります



 



 



が、申請漏れがあると追加申請できませんので、領収書などの提出に漏れがないか御確認



 



くだ



さい。



 



・



 



化学肥料使用低減の取組の実施状況について、聞き取りや書類を確認させていただくこ



 



とがあります。（令和５年秋頃を予定）



 



・



 



取組実施報告時に「化学肥料低減実施報告書」及び「化学肥料の使用量の低減の取組を



  



 



実施することが確認できる書類」（土壌診断の診断結果、施肥設計書、購入肥料の伝票、作業時



の写真等）の写しを提出していただく必要があります。（令和６年秋頃を予定）



 



・



 



取組実施報告後、化学肥料低減報告書をもとに取組が適切に行われたか現地確認が行わ



 



れることがあります。



 



・



 



取組実施者へ提出する書類等は、補助金の交付を受けた年度の翌年度から５年間保管す



 



る必要があります。



 






  1 /3         第 ４   誓約・同意事項          支援金 申請に当たって、次の事項を誓約・同意するものとする。  


以下の内容について誓約・同意する  チェック欄    〇  


１   以下の事項に相違ありません。   （１）農産物の販売を行っていること 。   （２）支援対象期間以外のものは含まれておらず、支援対象要件である肥料法に定められた肥 料であることに間違いないこと 。   （３）他の取組実施者への申請の有無を確認し、他の取組 実施者への申請があった場合は、重 複申請がないこと。   （４）当年肥料費は、各種割引等の金額を控除した後のものであること。   ２   本事業に係る報告や立入調査について、東海 農政局長等から求められた場合に応じます。   ３   取組を実施したことが確認できる書類等の証拠書類について、支援金 の交付を受けた年度 の翌年度から５年間保管し、事業実施主体又は東海 農政局長等から求められた場合は提出し ます。   ４   以下の場合には、支援金を返還すること、又は交付されないことに異存ありません。      なお、 支援金を返還することとなった場合は、返還の命令に係る支援金の受領の日から納   付の日までの期間に応じて、年利 10.95 パーセントの割合で計算した加算金 の納付も 併せて 行います。   （１）対策事業取組計画書及びその他の提出書類において、虚偽の内容を申請したことが判明 した場合   （２）正当な理由がなく、対策事業取組計画書に記載した取組を実施していないことが判明し た場合   （３）その他、事業実施主体又は東海 農政局長 等 から求められた場合   ５   次の「個人情報の取扱い」に記載された内容について同意します。   「個人情報の取扱い」                  農林水産省、愛知県、愛知県肥料高騰対策推進協議会 、市町村 等は、肥料価格高騰対策事業の実施 に際して得た個人情報について、「個人情報の保護に関する法律（平成 15 年法律第 57 号）」及 び関 係法令に基づき適正に管理し、本事業の実施のために利用します。      また、農林水産省、愛知県、愛知県肥料高騰対策推進協議会 、市町村 等は、本事業の実施に係る説 明会や他の補助事業の補助金等交付等のため、関係機関に必要最小限度内において 提供する場合があ ります。       （注）誓約・同意事項の内容を確認の上、チェック欄に〇を記載する こと。    


    注意事項（必ず御確認ください。）   ・   本年の秋肥と来年の春肥は、それぞれ で まとめて、別々に申請いただくこととなります     が、申請漏れがあると追加申請できませんので、領収書などの提出に漏れがないか御確認   くだ さい。   ・   化学肥料使用低減の取組の実施状況について、聞き取りや書類を確認させていただくこ   とがあります。（令和５年秋頃を予定）   ・   取組実施報告時に「化学肥料低減実施報告書」及び「化学肥料の使用量の低減の取組を      実施することが確認できる書類」（土壌診断の診断結果、施肥設計書、購入肥料の伝票、作業時 の写真等）の写しを提出していただく必要があります。（令和６年秋頃を予定）   ・   取組実施報告後、化学肥料低減報告書をもとに取組が適切に行われたか現地確認が行わ   れることがあります。   ・   取組実施者へ提出する書類等は、補助金の交付を受けた年度の翌年度から５年間保管す   る必要があります。  
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第５　支援金の振込口座

		金融機関（ゆうちょ銀行以外）



		金融機関コード（数字４桁）

		金融機関名



		1

		2

		3

		4

		○○○　　　　　農業協同組合　銀行　信用金庫

信用組合　労働金庫　信連　農林中金



		支店コード（数字３桁）

		支店名



		5

		6

		7

		　○○〇



		預金種別（該当のものにレ印を付けてください）

		口座番号（７桁に満たない場合は、右づめで記入）



		☑普通　　　　☐当座

		1

		2

		3

		4

		5

		6

		7



		口座名義



		カナ

		



		漢字

		



		ゆうちょ銀行



		記号（６桁目がある場合は※部分に記入）

		番号（右づめで記入）



		

		

		

		

		

		※

		

		

		

		

		

		

		

		



		口座名義人



		カナ

		



		漢字

		





添付資料（以下の□にチェックを入れること）

☑化学肥料低減計画書（業務方法書様式第２－２号）

☑　所要額の算出根拠となる証拠書類（注文書、請求書又は領収書等は、添付台紙に貼付）

当年の肥料費は、秋用肥料については令和４年６月～10月、春用肥料については令和４年11月～令　　　

和５年５月に発注したことを証明する書類（注文票等）と、参加農業者が肥料費を支払ったことを証明　　　

する書類（領収書等）または支払い義務が生じていることを示す書類（請求書等）を提出すること。

　　　　　なお、肥料の種類、数量、購入費が記載されているものに限る。







第６　その他

☑　愛知県肥料価格高騰対策支援金の申請希望

（別に愛知県への申請が必要となります）。

☑　既に市町村から肥料価格高騰に係る支援を受けている。

　　市町村名：　愛知市　　　　  

　　支援金額：　５，０００　　　円
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添付資料（以下の□にチェックを入れること）



 



?



化学肥料低減計画書（業務方法書



様式第２−２号）



 



?



 



所要額



の



算出根拠



となる



証拠書類



（注文書、請求書又



は



領収書等



は、



添付台紙



に



貼付



）



 



当年の肥料費は、秋用肥料については令和４年６月〜



10



月、春用肥料については令和４年



11



月〜令



   



 



和５年５月に発注したことを証明する書類（注文票等）と、参加農業者が肥料費を支払ったことを証明



   



 



する書類（領収書等）または支払い義務が生じていることを示す書類（請求書等）を提出すること。



 



    



 



なお、肥料の種類、数量、購入費が記載されているものに限る。



 



 



 



 



第６



 



その他



 



?



 



愛知県肥料価格高騰対策支援金



の



申請希望



 



（



別に



愛知県への



申請が必要



となります



）。



 



?



 



既



に



市町村



から



肥料価格高騰



に



係



る



支援



を



受



けている。



 



  



市町村名：



 



愛知市



    



 



 



 



  



支援金額：



 



５，０００



 



 



 



円



 



 



 






  1 /3         第 ５   支援金の振込口座  


金融機関（ゆうちょ銀行以外）  


金融機関コード（数字４桁）  金融機関名  


1  2  3  4  ○○○       農業協同組合   銀行   信用金庫   信用組合   労働金庫   信連   農林中金  


支店コード（数字３桁 ）  支店名  


5  6  7    ○○〇  


預金種別（該当のものにレ印を付けてください）  口座番号（７桁に満たない場合は、右づめで記入）  


? 普通      ? 当座  1  2  3  4  5  6  7  


口座名義  


カナ   


漢字   


ゆうちょ銀行  


記号（６桁目がある場合は※部分に記入）  番号（右づめで記入）  


     ※          


口座名義人  


カナ   


漢字   


添付資料（以下の□にチェックを入れること）   ? 化学肥料低減計画書（業務方法書 様式第２－２号）   ?   所要額 の 算出根拠 となる 証拠書類 （注文書、請求書又 は 領収書等 は、 添付台紙 に 貼付 ）   当年の肥料費は、秋用肥料については令和４年６月～ 10 月、春用肥料については令和４年 11 月～令       和５年５月に発注したことを証明する書類（注文票等）と、参加農業者が肥料費を支払ったことを証明       する書類（領収書等）または支払い義務が生じていることを示す書類（請求書等）を提出すること。          なお、肥料の種類、数量、購入費が記載されているものに限る。         第６   その他   ?   愛知県肥料価格高騰対策支援金 の 申請希望   （ 別に 愛知県への 申請が必要 となります ）。   ?   既 に 市町村 から 肥料価格高騰 に 係 る 支援 を 受 けている。      市町村名：   愛知市               支援金額：   ５，０００       円      
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